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SIP スマートバイオ産業・農業基盤技術 輸出プラットフォーム



スマートフードチェーンの社会実装による効果 2

食料・農業・農村基本計画 農林水産物・食品の輸出 農林水産省
https://www.maff.go.jp/j/keikaku/k_aratana/attach/pdf/index-15.pdf

http://jaicaf.or.jp/fao/publication/shoseki_2011_1.pdf

地域別、フードサプライチェーンの各段階で発生したロス・廃棄量の 当初生産量
に占める割合（果実および野菜類） 世界の食料ロスと食料廃棄 FAO

・コールドチェーンの信頼性を担保し廃棄ロスの削減、農林水産物の輸出を推進
スマートフードチェーンの温度管理による廃棄ロス削減 スマートフードチェーンの信頼性担保、省力化による輸出の推進

各国の食料品等の輸出入額（2012 年）通商白書 2016
https://www.meti.go.jp/report/tsuhaku2016/pdf/2016_02-03-04.pdf

水産物
1.2兆円

林産物
0.2兆円

農産物
1.4兆円

加工食品
2.0兆円

https://www.maff.go.jp/j/keikaku/k_aratana/attach/pdf/index-15.pdf
http://jaicaf.or.jp/fao/publication/shoseki_2011_1.pdf
https://www.meti.go.jp/report/tsuhaku2016/pdf/2016_02-03-04..pdf


輸出におけるスマートフードチェーンシステムの活用メリット 3

・ブロックチェーンを活用した情報連携による安全・安心の担保（生産者、温度履歴の管理等）
による拡販効果
・簡便な温度履歴管理による、品質管理の向上（廃棄ロス削減）

■シールタイプ温度計（RFID）
メモリー：4,864（15分間隔で約50日）
電池寿命：１年
測定温度：-35℃～+50℃



スマートフードチェーン連携の検証例（温度履歴） 4
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ほうれん草 パクチ

ほうれん草積算温度 パクチ積算温度

生産者からの出荷

羽田クロノゲート

データ読取り

羽田離陸羽田CG発

香港着陸

香港保冷倉庫着

香港事務所着

香港保冷倉庫

データ読取り

香港事務所

データ読取り

• センサー箱詰め
• ほうれん草とパクチ

生産者 集積所 羽田クロノゲート 香港保冷倉庫 香港事務所

開封してデータ読取り
（通過刻印）

開封してデータ読取り
（最終到着地）

Cool宅急便 Cool宅急便 Cool便

YNA輸送

出荷からの総積算温度５０℃以下を達成
輸送中の温度履歴

開封してデータ読取り
（通過刻印）

全工程、概ね良好な温度を保つ事ができている

・香港での温度履歴読み取り事例



香港ABCクッキング様でのアンケート調査結果 5

〇今回のいちごの購入に対して支払える価格〇日本の農産物（トレイサビリティーが担保）
に対して支払える価格

〇農産物を購入するに至る判断基準は何で
すか（最多3つまで選択）

〇 日本の農産物 の品質を担保するために、
トレイサビリティに関する情報は必要ですか

香港ABCクッキング様でアンケート調査を実施し、スマートフードチェーンを活用した日本の
イチゴ、野菜の「安心・安全」「鮮度」における価値向上を確認



輸出実証試験参加者募集 6

輸出においてスマートフードチェーンシステムをご使用頂き、感想をお聞かせください。
■実施期間： 2022年1月~12月（予定）
■連携先様の作業
①温度計、QRコードの貼り付け（出荷時）
②携帯電話による物流拠点の位置情報刻印（国内倉庫等）
③携帯電話による温度情報等のデータ転送（輸出先）
④QRコード読み取りによる生産者情報、温度情報をご確認頂き、システムについてのご意見をお聞かせください

■ご提供内容（下記費用以外は連携先様にてご負担をお願いいたします）
①シールタイプ温度計、QRコードシール
②ブロックチェーンを活用したスマートフードチェーンシステムのアプリ



ご清聴ありがとうございました

本研究は、戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）「スマートバイオ産業・農業基盤技術」（管理法人：農研機構生研支援センター）によって実施されました

11月24日（水）~26日（木）のアグリビジネス創出フェアにてパネル展示をおこます。
12月7日（火）15:00~16:30にて実証試験説明会を開催いたしますのでご参加ください。

実証試験参加をご希望の方は三菱ケミカル事務局までご連絡ください。
三菱ケミカル事務局（大島）：oshima.shinzo.ma@m-chemical.co.jp
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